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(a) 論文 1 の「自筆証書遺言の方式をめぐる諸問題」は，自筆証書遺言の方式全般を概説したもので




書J といえないこと 封筒も遺言書の一部とみられる場合のある乙と， r 日付j の記載としては年月の




いて，さらに，加除変更の方式に対する批判やそれと撤回との関係についての私見は論文 7 および 8 の
判例研究において，それぞれ検討したと乙ろを簡単に再述している。







(c) 論文 3 の「公正証書遺言における証人適格一一最高裁昭和五五年一二月四日判決をめぐって-J
は，盲人も公正証書遺言の証人たりうるか，の点を論じたものであり，とくに方式のーっとして民法
969 条 4 号が定める「承認J の意味を追究したものである口盲人も適格者たりうるとの私見は，さき





















(f) 論文 6 --11は，いずれも判例研究である。ほとんどが上記第一部の論文 1 - 5 より以前の執筆で
あり，結論にあたる私見の部分の多くは論文 1 ,....., 5 の中にとりこまれている。その点からいえば，徒ら
に重複するようでもあるが，ただ，とくに論文 1 は紙数の制約から結論を導く過程の叙述を簡単にせざ
るをえなかったため，それを明らかならしめる点で論文 6 ， 7 , 8 を添える乙とは意味があろうかと考
え，また，公正証書遺言における口授の問題は第一部では扱われていないため，これについて検討した
論文 9 ， 10を添えることを考えた次第である。
(g) なお，民法は，昭和37年改正で，特別縁故者に対する相続財産の分与 (9 5 8 条の 3) という，
比較法的にも珍しい制度を創設した。私は，同制度の本質は遺言の補充とみるべきであると考えており，
そのように理解する乙とによってさまざまな特別縁故者類型に一貫性を見出す乙とができると思われる
が，乙の制度を全般的に検討したのが，参考論文のし 「判例特別縁故者法J である。
論文の審査結果の要旨
本論文は，旧民法以来の制度の沿革および外国の諸立法例との比較研究から現在の解釈論を批判し，
具体的適用という面から見直して現実の具体例に則して理論を構成しようとするもので，その創造的研
究の成果は既存の学界に多大に貢献し，その水準をたかめるにたり，法学博士の学位に十分に値する労
作であると判定する。
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